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第１６章 

パリークシットは 

どのようにカリ時代を受けいれたか 

 
第１節第１節第１節第１節    

 
SaUTa ovac 

TaTa" Parqi+ad( iÜJavYaRiXa+aYaa 
  Mahq&   Maha>aaGavTa"  XaXaaSa h ) 
YaQaa ih SaUTYaaMai>aJaaTak-aeivda" 
  SaMaaidXaNa( ivPa[ Mahd(Gau<aSTaQaa )) 1 )) 

 
süta uväca 

tataù parékñid dvija-varya-çikñayä 

mahéà mahä-bhägavataù çaçäsa ha 

yathä hi sütyäm abhijäta-kovidäù 

samädiçan vipra mahad-guëas tathä 
 
 sütaù uväca—スータ・ゴースヴァーミーが言った; tataù—その後; parékñit—マハーラージャ・

パリークシット; dvija-varya—偉大な再誕者であるブラーフマナ達; çikñayä—彼らの教えによっ

て; mahém—地球; mahä-bhägavataù—偉大な献愛者; çaçäsa—治めた; ha—過去に; yathä—彼らが

それを話したように; hi—確かに; sütyäm—彼の誕生の時に; abhijäta-kovidäù—誕生の時にいた

熟 達 し た 占 星 術師 達 ; samädiçan— 彼 ら の 意 見を 言 っ た ; vipra— お おブ ラ ー フ マ ナよ ; 

mahat-guëaù—偉大な特質; tathä—それに対して真実である。 
 
 スータ・ゴースヴァーミーが言った。「博識なブラーフマナたちよ。こうしてマハーラージ

ャ・パリークシットは、再誕者のブラーフマナでもっとも優れた人物たちの教えを授かりなが

ら、主の偉大な献愛者として世界を統治するようになった。かれが誕生するとき、熟達した占

星術師たちが予言したその優れた特質で世を治めたのである」 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
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 マハーラージャ・パリークシットが誕生するとき、造詣の深い占星術・ブラーフマナが、か

れの特質を予言しています。主の偉大な献愛者だったからこそ、そのような質をすべて発揮し

たのです。ほんとうに大切な質は主の献愛者になることであり、献愛者であってこそ、持つべ

きふさわしい優れた質がすべて発揮されます。マハーラージャ・パリークシットはマハー・バ

ーガヴァタ（mahä-bhägavata）・⼀流の献愛者であり、献愛奉仕の科学に⻑けていることは

もちろん、超越的な教えをとおして人々を献愛者に変貌させることもできます。ですから、最

上の献愛者であるパリークシットは、国を治める方法をシャーストラにもとづいて助言できる

偉大な聖者や博識なブラーフマナたちに助言を求めていました。そのような偉大な王は、ヴェ

ーダ経典に残された偉大な権威者たちの教えに従うことを義務としているからこそ、選挙で選

ばれたような代表者たちより信頼に値します。毎日新しい法案を考えだし、さまざまな問題に

対応しようとする非現実的な愚か者など、必要ではなかったのです。規則や原則は、マヌ、ヤ

ーギャヴァルキャ、パラーシャラのような大聖者や解放された人物たちによってすでに用意さ

れていますから、あらゆる時代や場所に適応しています。ですから、このような原則が基準と

されるべきであり、そのなかにはまちがいや欠陥はありません。マハーラージャ・パリークシ

ットのような国王たちには補佐役の顧問たちがいましたが、そのなかには偉大な聖者あるいは

⼀流のブラーフマナが揃っていました。かれらは報酬をもらっていたわけではありませんし、

また報酬を必要としていたわけでもありません。とくにお金を払わなくても最上の助言を得て

いたのです。かれら自身がsama-darçé（サマ・ダルシー）、すなわち、人間でも動物でも、だれを

も等しく見ていました。人間だけは守られ、哀れな動物は殺される――そのような指示を王た

ちに勧めていたのではありません。その顧問たちは愚かな人間ではなく、愚者の楽園の代表者

でもありません。自己を悟った魂たちばかりでしたし、また国に住むすべての生き物がどうす

れば現世でも来世でも幸せに生きられるかをよく知っていました。快楽主義者が言う「食べて、

飲んで、楽しむ」という哲学にはまったく関心がありません。真の意味での哲学者であり、人

間生活の使命を心得ていたのです。このような義務感にもとづいて王の顧問たちは正しい指示

を出し、みずからが主の資格をそなえる献愛者である国王や代表者は、国の繁栄のためにその

教えに徹底的に従いました。マハーラージャ・ユディシュティラやマハーラージャ・パリーク

シットの時代の国は、真の意味で繁栄に満ちていました。なぜならその国では、人間でも動物

でも、不幸なものはだれ⼀人いなかったからです。マハーラージャ・パリークシットは世界の

繁栄に満ちた国に君臨する理想的な王だったのです。 

 

第第第第２２２２節節節節    
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Sa   otarSYa   TaNaYaaMauPaYaeMa  wravTaqMa( ) 
JaNaMaeJaYaadq&êTaurSTaSYaaMauTPaadYaTa( SauTaaNa( )) 2 )) 

    

sa uttarasya tanayäm 

upayema irävatém 

janamejayädéàç caturas 

tasyäm utpädayat sutän 
    

 saù—彼; uttarasya—ウッタラ王の; tanayäm—娘; upayeme—結婚した; irävatém—イラーヴァ

ティー ; janamejaya-ädén—マハーラージャ・ジャナメージャヤを筆頭とした ; caturaù—４; 

tasyäm—彼女の中に; utpädayat—もうけた; sutän—息子達。 
    

 パリークシット王はウッタラ王の娘と結婚し、マハーラージャ・ジャナメージャヤを⻑男と

する４人の子をもうけた。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 マハーラージャ・ウッタラはヴィラータの子で、マハーラージャ・パリークシットの⺟方の

叔父にあたります。マハーラージャ・ウッタラの娘であるイラーヴァティーは、マハーラージ

ャ・パリークシットのいとこ姉妹にあたりますが、いとこ兄弟と姉妹は、同じゴートゥラ・家

族に属していなければ結婚することが許されていました。ヴェーダ式の結婚では、ゴートゥラ・

家族の重要性が強調されています。アルジュナは、⺟方の姉妹であるスバドラーと結婚してい

ます。 

 ジャナメージャヤ ラージャルシ王の⼀人で、マハーラージャ・パリークシットの名高い息

子です。⺟の名前はイラーヴァティー、またはマードゥラヴァティーという情報もあります。

マハーラージャ・ジャナメージャヤは２人の息子、ギャーターニーカとシャンクカルナをもう

けました。クルクシェートラの巡礼地で何度か供儀祭を催し、シュルタセーナ、ウグラセーナ、

ビーマセーナ２世という３人の弟がいます。また分の偉大な父・マハーラージャ・パリークシ

ットへの不法な呪いに復讐することを決意し、タクシャシラー（アジャンタ）に攻め入りまし

た。父を噛んで死なせたタクシャカを含む蛇の種族を殺すためのサルパ・ヤギャという大規模

な供儀祭を執行しました。しかし、有力な半神や聖者たちの依頼を受け、蛇族を殺す決意を変

えざるをえませんでしたが、儀式は中止したものの、参加した人々に適切に報酬を与えたこと

で、すべての人々を満足させました。その儀式にはマハームニ・ヴャーサデーヴァも参加し、
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王のまえでクルクシェートラの戦いの歴史を語ってきかせました。のちに、ヴャーサデーヴァ

の命令で弟子のヴァイシャンパーヤナが、『マハーバーラタ』の主題について王に話しをして

います。ジャナメージャヤ王は、偉大な父の時ならぬ死をたいそう悲しみ、もう⼀度父に会い

たいと強く願い、偉大な聖者ヴャーサデーヴァにその願い叶えてはもらえないか、と頼みます。

ヴャーサデーヴァはその望みを満たしました。父が姿を現わしたあと、かれは父とヴャーサデ

ーヴァに深い敬意をこめた壮大な崇拝の儀式を行ないました。心から満足したジャナメージャ

ヤ王は、儀式に参加したブラーフマナたちに寛大に慈善を施しました。 

 

第第第第３３３３節節節節    
    

AaJaharaìMaeDaa&ñqNa( Ga(r)aYaa& >aUirdi+a<aaNa( ) 
XaarÜTa&  Gauå& k*-Tva deva Ya}aai+aGaaecra" )) 3 )) 

    

äjahäräçva-medhäàs trén 

gaìgäyäà bhüri-dakñiëän 

çäradvataà guruà kåtvä 

devä yaträkñi-gocaräù 
    

 äjahära—執行した; açva-medhän—馬の供儀祭; trén—３; gaìgäyäm—ガンジス川のほとりで; 

bhüri—充分に; dakñiëän—報酬; çäradvatam—クリパーチャーリャに; gurum—精神指導者; 

kåtvä—選らんで; deväù—半神達; yatra—その中で; akñi—目; gocaräù—範囲内に。 
    

 マハーラージャ・パリークシットは、自分を導いてくれる精神指導者としてクリパーチャー

リャを選んだあと、ガンジス川のほとりで馬の供儀祭を３回執行した。列席した人々には報酬

が充分になされ、儀式がおこなわれているあいだ⼀般の人々でさえ半神たちの姿を見ることが

できた。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 この節からは、高い惑星にいる住人たちが惑星間を行き来するのはかんたんだったことがわ

かります。『シュリーマド・バーガヴァタム』には、天界から半神たちが地球を訪れ、有力な

王や皇帝たちが執行した供儀祭に参加していた記述が数多くあります。またこの節には、マハ

ーラージャ・パリークシットが主宰した馬の供儀祭のあいだ、その儀式のおかげで、ふつうの

人たちでもほかの惑星から訪れていた半神たちが見られたこともわかります。主を見ることが
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できないように、ふつう、半神は⼀般人には見えません。しかし、主はいわれのない慈悲で、

凡人にも見えるように降誕するように、半神たちもかれら自身が慈悲をとおして凡人でも見え

るようになります。天界の生命体はこの地球にいる住人の目では見ることはできないのですが、

半神たちが姿を自分たちの姿を見せることに同意したのは、マハーラージャ・パリークシット

の力にほかなりません。王たちは、そのような儀式をとおして惜しみなく財産を消費したもの

ですが、それはいわば雲が雨を降らせるようなものです。雲は水の別の姿、あるいは言いかえ

れば、地球の水は雲に変わる、ということです。同じように、そのような儀式をとおしてしめ

された寛大さは、市⺠たちから集められた別の形での税金でもあります。しかし雨が豊富に、

また必要以上に降るように見えますが、そのような王たちの寛大な慈善も、市⺠たちには必要

以上のように与えられているように見えます。満足した市⺠たちは王に反対運動を起こしたり

はしませんから、君主国を変える必要はどこにもありませんでした。 

 マハーラージャ・パリークシットほどの王にでさえ精神指導者の導きが必要でした。その導

きがなければ、精神生活を高めることはできません。精神指導者は真実の人物でなくてはなり

ませんし、自己の悟りを求めている人は、ほんとうの成功を手に入れるためにも、かならず真

実の精神指導者に身をゆだねなくてはなりません。 

 

第第第第４４４４節節節節    
    

iNaJaGa]ahaEJaSaa vqr" k-il&/ idiGvJaYae KvicTa( ) 
Na*Pail/(r)Dar&   éUd]&   ganNTa&   GaaeiMaQauNa&   Pada )) 4 )) 

    

nijagrähaujasä véraù 

kalià digvijaye kvacit 

nåpa-liìga-dharaà çüdraà 

ghnantaà go-mithunaà padä 
    

 nijagräha—充分に処罰した; ojasä—力によって; véraù—勇敢な英雄; kalim—カリ、この時代の

主人に; digvijaye—世界征服への道の途中に; kvacit—あるとき; nåpa-liìga-dharam—王の衣服を

まとっていた者; çüdram—下等な者; ghnantam—傷つけている; go-mithunam—雌牛と雄牛; 

padä—足に。 
    

 あるときマハーラージャ・パリークシットは、世界制覇のために移動していたとき、カリ・

ユガの主（ぬし）を見た。シュードラにも劣り、王に変装し、雌牛と雄牛の足を傷つけようと
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している。王はすぐさまその男を拘束し、充分な罰を加えようとした。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 王が世界を制覇するために出立するのは、ただ自分の勢力を拡大させるためではありません。

マハーラージャ・パリークシットは王座についたあと世界制覇に出向きましたが、それは他国

侵略が目的ではありませんでした。かれは世界の皇帝であり、ほかの小国はすでに体制下に置

いていました。出立した目的は、神を敬う国家という観点から世界の趨勢を見届けるためでし

た。王は主の代表者ですから、主の意志を正しく実現させなくてはなりません。勢力を強化さ

せるつもりなどありませんでした。ですから、王に変装していた下等な男が雌牛と雄牛の足を

傷つけていた様を見たマハーラージャ・パリークシットは、すぐにその男を捕らえ、処罰しま

した。王はもっとも重要な動物である牛が冒涜されることをけっして許しませんし、またもっ

とも重要な人間であるブラーフマナへの無礼には耐えられません。人間文化とは、ブラーフマ

ナの文化を基準として高められなくてはならず、その状態を維持するために牛の保護は絶対不

可欠です。牛乳は奇跡の食料であり、優れた偉業を実現させる生理学的条件を満たすビタミン

をすべて含んでいます。ブラフマンの文化は、人間が有徳の気質を高める教育を受けたときに

だけ高まり、その目的のために牛乳、くだもの、穀物で作られた食料がなによりも必要なので

す。マハーラージャ・パリークシットは、この肌の⿊いシュードラが支配者の衣服をまとい、

社会でもっともたいせつな動物である牛を虐待している様子を見て驚きました。 

 カリ時代は、誤った管理と口論の時代です。そしてその元凶は、人生の高い大志もなく、下

等な様式にいる無価値な人間が、国家管理という指導的な立場に座っていることにあります。

王の座にいるそのような人間は牛とブラーフマナ文化をかならず傷つけ、社会全体を地獄に落

としいれているのです。マハーラージャ・パリークシットは正しい訓練を受けた人物であり、

全世界の争いの根源を直感しました。だからこそ、それを初期段階でそれを食い止めたいと考

えたのです。 

 

第第第第５５５５節節節節    
    

XaaENak- ovac 
k-SYa  heTaaeiNaRJaGa]ah  k-il&/ idiGvJaYae Na*Pa" ) 
Na*devicöDa*k(- éUd]k-ae_SaaE Gaa& Ya" PadahNaTa( ) 
TaTk-QYaTaa&  Maha>aaGa  Yaid  k*-Z<ak-Qaaé[YaMa( )) 5 )) 
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çaunaka uväca 

kasya hetor nijagräha 

kalià digvijaye nåpaù 

nådeva-cihna-dhåk çüdra- 

ko 'sau gäà yaù padähanat 

tat kathyatäà mahä-bhäga 

yadi kåñëa-kathäçrayam 
    

 çaunakaù uväca—シャウナカ・リシが言った; kasya—なんのために; hetoù—理由; nijagräha—

充分に処罰した; kalim—カリ時代の主（ぬし）; digvijaye—世界を旅していた途中; nåpaù—王; 

nå-deva—王族の人物; cihna-dhåk—〜のように着飾って; çüdrakaù—シュードラという最下等の

者; asau—彼; gäm—雌牛; yaù—〜である者; padä ahanat—足を叩いて; tat—そのすべて; 

kathyatäm—説明してください; mahä-bhäga—非常に幸運な方よ; yadi—もし、しかし; kåñëa—ク

リシュナについて; kathä-äçrayam—主の話題に関連して。 
    

 シャウナカ・リシが尋ねた。「マハーラージャ・パリークシットはなぜ、その男を処罰だけ

にとどめようとしたのでしょうか。最下等のシュードラで、王のかっこうを真似、牛の足を打

っていたような男を。もし、その話題が主クリシュナと結びついているのであれば、そのすべ

てをお話しください」。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 シャウナカとリシたちは、敬虔なマハーラージャ・パリークシットが、この犯罪者をただ処

罰するだけで、殺さなかったことを聞いて驚いています。これは、マハーラージャ・パリーク

シットのような敬虔な王ならば、王のように着飾って大衆を騙しつつ、もっとも純粋な動物で

ある牛を冒涜しようとまでしていた犯罪者をすぐに殺すべきだった、ということを表わしてい

ます。しかし当時のリシたちは、カリ時代が進むと、最下等のシュードラが管理者として選ば

れ、牛たちを殺す屠殺場を組織的に運営することを想像すらできませんでした。いずれにして

も、シュードラカ（çüdraka）という詐欺師、牛の冒涜者のことなど偉大なリシたちにはなん

の関心もなかったのですが、それでも、この話題が主クリシュナにかかわっているのであれば

聞きたいと思いました。クリシュナの話と合致していることは聞くに値するからこそ、かれら

の関心は主クリシュナの話題だけに向けられていたのです。『シュリーマド・バーガヴァタム』

には、社会学、政治学、経済学、文化的事業など多くの話題が含まれていますが、そのすべて
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がクリシュナと結びついているため、聞くに値します。内容がなんであろうと、クリシュナが

すべての話題を純粋にさせる主要素です。俗世界にあるものは、３つの俗な気質によって作ら

れているため、すべて不純です。しかしそれを浄化させる代表者がクリシュナなのです。 

 

第第第第６６６６節節節節    
    

AQavaSYa PadaM>aaeJaMak-rNdil/ha& SaTaaMa( ) 
ik-MaNYaErSadal/aPaEraYauzae   YadSaÜyYa" )) 6 )) 

    

athaväsya padämbhoja- 

makaranda-lihäà satäm 

kim anyair asad-äläpair 

äyuño yad asad-vyayaù 
    

 athavä—そうでなければ; asya—かれの（主クリシュナの）; pada-ambhoja—蓮華の御足; 

makaranda-lihäm—そのような蓮華の花の蜜を嘗める者達の; satäm—永遠に存在する者達の; 

kim anyaiù—ほかの物事にどのような価値があるだろうか; asat—幻想の ; äläpaiù—話題; 

äyuñaù—寿命の; yat—〜であるものは; asat-vyayaù—不必要な人生の無駄。 
    

 主の献愛者は、主の蓮華の御足からあふれでる蜜をいつも嘗めて味わっている。貴重な人生

を無駄にするにすぎない話題に、どんな価値があろうか。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 主クリシュナとその献愛者たちは、どちらも超越的な境地にいます。ですから、主クリシュ

ナと純粋な献愛者にまつわる話題は同じようにすばらしいのです。クルクシェートラの戦いは

政治と外交の世界でしたが、主クリシュナと関係があったからこそ『バガヴァッド・ギーター』

は全世界で崇められているのです。俗人にとって俗な話題でしかない政治学、経済学、社会学

などを放棄する必要はありません。主と真に結ばれている純粋な献愛者には俗な話題でも、主

と、あるいは主の純粋な献愛者と結びついていれば超越的な質に変貌します。これまでパーン

ダヴァ兄弟について聞き、話してきましたが、これからはマハーラージャ・パリークシットの

話題に移ります。しかし、そのすべてが主シュリー・クリシュナと直結しているからこそ、す

べて超越的であり、純粋な献愛者は強い関心で聞こうとします。この要点については、ビーシ

ュマデーヴァの祈りの箇所ですでに学びました。 
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 私たちの⼀生は⻑くありませんし、いつなんどき、すべてを残して立ちさるよう命じられて

来世につれていかれるか定かではありません。ですから、生涯のほんの⼀瞬でさえ、主クリシ

ュナと関係のない話題に巻きこまれて無駄にならないよう注視する義務があります。またどれ

ほど耳に心地よくても、クリシュナと結ばれていない話題は聞く価値はありません。 

 精神的惑星、そして主クリシュナの永遠の住居ゴーローカ・ヴリンダーヴァナは、蓮華の花

の渦に似た形をしています。主は俗世界のどの惑星でさえ、自分の住居をそこにそのまま表わ

して降誕します。ですから、主の御足はいつもその同じ巨大な蓮華の渦のうえに置かれていま

す。主クリシュナの御足は蓮華の花のように美しく、そのため主は蓮華の御足を持っている、

と表現されています。 

 生命体は本来永遠です。しかし、物質エネルギーと接触しているために誕生と死の渦巻きに

縛られています。その物質エネルギーから自由になった生命体は解放され、ふるとに、神のも

とに帰っていく資格を授かります。物質の体を変えずにいつまでも生きたいと願う人々は、主

クリシュナと献愛者に関連する話題以外のことで貴重な時間を無駄にすべきではありません。 

 

第第第第７７７７節節節節    
    

+aud]aYauza&  Na*<aaMa(r) MaTYaaRNaaMa*TaiMaC^TaaMa( ) 
whaePahUTaae >aGavaNa( Ma*TYau" XaaiMa}ak-MaRi<a )) 7 )) 

    

kñudräyuñäà nåëäm aìga 

martyänäm åtam icchatäm 

ihopahüto bhagavän 

måtyuù çämitra-karmaëi 
    

 kñudra—非常に小さい; äyuñäm—寿命の; nåëäm—人類の; aìga—おおスータ・ゴースヴァーミ

ー; martyänäm—必ず死に直面する者達の; åtam—永遠な生活; icchatäm—それを望む者達の; 

iha—この中で; upahütaù—参加するよう呼ばれた; bhagavän—主を代表している; måtyuù—死の

支配者、ヤマラージャ; çämitra—抑止している; karmaëi—執行。 
    

 おお、スータ・ゴースヴァーミー。人間のなかには、死から解放されて永遠な命を求める人々

がいます。かれらは、死の支配者・ヤマラージャの名を呼ぶことで、その殺戮の過程から逃れ

るのです。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 生命体は、下等な動物から高等な人間にまで徐々に高められていくうちに、死の束縛から解

放されたいと強く願うようになります。現代科学者は、生理化学の知識の力で死を避けようと

しますが、哀れなことに、死の支配者ヤマラージャはひじょうに残酷無残で、その科学者の命

さえ容赦なく奪いさってしまいます。科学知識を発達させて死を止める理論を並びたてる科学

者自身がヤマラージャに呼ばれ、死の犠牲になるのです。死を止めることはおろか、短い寿命

のほんの⼀瞬さえ延ばすことはできないのです。ヤマラージャの残酷な殺戮の過程を止める唯

⼀の望みは、その名を呼んで、主の聖なる名前を聞いて唱えることしかありません。ヤマラー

ジャは主の偉大な献愛者であり、主への献愛奉仕にいつも没頭している純粋な献愛者が行なう

キールタナや儀式に招かれたいと思っています。だからこそシャウナカを筆頭とする偉大な聖

者たちや他の人々は、ナイミシャーラニャで行なわれる供儀祭に参加するようヤマラージャを

招いているのです。これは、死にたくないと思っている人々にとってすばらしいことです。 

 

第第第第８８８８節節節節    
    

Na k-iêiNMa]YaTae Taavd( YaavdaSTa whaNTak-" ) 
WTadQa|   ih   >aGavaNaahUTa"   ParMaizRi>a" ) 
Ahae  Na*l/aeke-  PaqYaeTa  hirl/Il/aMa*Ta& vc" )) 8 )) 

    

na kaçcin mriyate tävad 

yävad ästa ihäntakaù 

etad-arthaà hi bhagavän 

ähütaù paramarñibhiù 

aho nå-loke péyeta 

hari-lélämåtaà vacaù 
    

 na—〜ではない; kaçcit—誰でも; mriyate—死ぬだろう; tävat—非常に⻑い; yävat—〜である

限り; äste—居る; iha—この中に; antakaù—生涯を終わらせる者; etat—これ; artham—理由; hi—

確かに; bhagavän—主の代表者; ähütaù—招かれた; parama-åñibhiù—偉大な聖者達によって; 

aho—ああ; nå-loke—人間社会で; péyeta—彼らに飲ませよう; hari-lélä—主の超越的な娯楽; 

amåtam—永遠な命への甘露; vacaù—物語。 
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 すべての生命体に死をもたらすヤマラージャがここにいるかぎり、だれも死にません。偉大

な聖者たちは、主の代表者で、死の支配者ヤマラージャを招きました。ヤマラージャの掌中に

命を握られている生命体たちは、主の超越的な娯楽という姿の不死の甘露を聞き、この生涯を

活用しなくてはなりません。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 人間ならだれでも死にたいとは思いませんが、その死を止める方法を知りません。死を避け

るもっとも確かな方法は、『シュリーマド・バーガヴァタム』の本文のなかに秩序立てて語ら

れている主の甘露に満ちた娯楽についていつも聞く習慣を身につけることにあります。ですか

らこの節では、死から解放されたいと望むすべての人間は、シャウナカを筆頭とするリシたち

が勧めているようにこの生涯を活用しなくてはなりません。 

 

第第第第９９９９節節節節    
    

MaNdSYa  MaNdPa[jSYa  vYaae MaNdaYauzê vE ) 
iNad]Yaa ih YaTae Na¢&- idva c VYaQaRk-MaRi>a" )) 9 )) 

    

mandasya manda-prajïasya 

vayo mandäyuñaç ca vai 

nidrayä hriyate naktaà 

divä ca vyartha-karmabhiù 
    

 mandasya—怠惰な者の; manda—無価値な; prajïasya—知性の; vayaù—年齢; manda—短い; 

äyuñaù—寿命の ; ca—そして ; vai—まさに ; nidrayä—眠ることで ; hriyate—過ごしている; 

naktam—夜; divä—日中; ca—もまた; vyartha—無価値なことのために; karmabhiù—活動によっ

て。 
    

 無価値な知性と短い命しかない怠惰な人間たちは、夜は眠ることに、昼はなんの意味もない

ことにために時間を費やしています。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 知性のない人は、人間生活が持つほんとうの価値を知りません。人間の姿は、物質自然界が
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生命体に苦しみを強いる厳格な法則を強いるなかでの「特別の贈り物」です。誕生と死の繰り

かえしという束縛から抜けだせるなによりも気高い恩恵なのです。賢い人はその束縛から抜け

だすために奮闘し、その大切な贈り物を大事に使います。いっぽう、知性のない人は無気力な

ため、束縛から解放されるためにある人間の体という贈り物にどれほどの価値があるかがわか

りません。そんなかれらが関心を抱くのはいわゆる経済発展で、はかない体の感覚を楽しもう

と朝から晩まで働くばかり。感覚の楽しみは、自然界の定めによって下等な動物でも味わえる

ものですから、人間でも、過去、あるいはいましていることに応じてある程度の感覚は楽しめ

るに決まっているのです。しかし、そのような感覚の楽しみが人間生活の窮極目標ではないこ

とは、きっぱりと理解しなくてはなりません。この節では、昼間、人は「なんにもならないこ

と」のために働いている、と言われていますが、それは目的が感覚の楽しみだけに向けられて

いるからです。人間が、なんにもならないことのために大都市や工業都市で働いている様子を

まのあたりにすることができます。人間のエネルギーで膨大な産物が作られましたが、どれも

感覚を楽しむために為されたもので、束縛から抜けだすためではありません。昼間いっしょう

けんめいに働いたあと、疲れ切ったら夜は眠るか、あるいはセックスを楽しみます。それが、

知性に欠ける人々に用意された物質主義的文化の計画です。その理由で、かれらはこの節で、

怠惰で短命、と表現されているのです。 

 

第第第第１０１０１０１０節節節節    
    

SaUTa ovac 
Yada Parqi+aTa( ku-åJaa(r)le/_vSaTa( 
  k-il&/ Pa[iví& iNaJac§-viTaRTae ) 
iNaXaMYa vaTaaRMaNaiTaiPa[Yaa& TaTa" 
  XaraSaNa&   Sa&YauGaXaaEi<@radde )) 10 )) 

    

süta uväca 

yadä parékñit kuru-jäìgale 'vasat 

kalià praviñöaà nija-cakravartite 

niçamya värtäm anatipriyäà tataù 

çaräsanaà saàyuga-çauëòir ädade 
    

 sütaù uväca—スータ・ゴースヴァーミーが言った; yadä—〜の時; parékñit—マハーラージャ・

パリークシット; kuru-jäìgale—クル王国の首都で; avasat—住んでいた; kalim—カリ時代の兆
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し ; praviñöam—入った; nija-cakravartite—彼の管轄内で; niçamya—このように聞いている; 

värtäm—知らせ; anati-priyäm—あまり心地よいものではない; tataù—その後; çaräsanam—矢と

弓; saàyuga—〜の機会を得た; çauëòiù—戦闘の活動; ädade—取りあげた。 
    

 スータ・ゴースヴァーミーが言った。「マハーラージャ・パリークシットがクル王国の首都

に住んでいたとき、直轄していた国内にカリ時代の兆しが入りこんだ。パリークシット王はそ

の異常を察知し、快く思わなかった。しかしそれが、王に戦う機会を与えたのである。そして

弓と矢を手に、戦いの準備に入った」 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 マハーラージャ・パリークシットの国家管理体制は完璧で、かれ自身は首都で心穏やかに住

んでいました。しかしそのとき、カリ時代の兆しがすでに国内に入りこんでいる知らせを受け

ます。そしてこの知らせを不快に思いました。カリ時代の兆しとは？ それは(１) 女性との不

義の関係、(２) 肉食にふけること、(３) 陶酔物、(４) 賭博を楽しむことです。カリ時代とは

文字通りには「争いの時代」で、上記の４つの兆しが人間社会での争いすべての根源です。マ

ハーラージャ・パリークシットは⼀部の市⺠がすでにこれらにかかわっていることを聞き、不

安を作りだすこの要因をすぐに⼀掃したいと考えました。これはつまり、少なくともマハーラ

ージャ・パリークシットの政権までは、このような兆しは市⺠生活のなかにほとんど見られな

かったということですが、その兆しがわずかに現われた時点で、根こそぎにしたいと考えまし

た。その知らせはかれにとって不快なものではありましたが、戦う機会を与えたのですから、

ある意味では好機でもあります。パリークシット王に従属することでだれもが平和に暮らして

いたのですから、小国相手に戦う必要はどこにもなかったのですが、カリ・ユガの悪人たちの

存在が、かれをして闘魂を奮い立たせる機会を与えたのです。完璧なクシャトリヤは、戦い機

会を得るといつでも喜びます。いわば、スポーツマンが競技に参加することを待ち望んでいる

ようなものです。カリ時代の忌まわしい兆しが予言されていたことに反論する余地はありませ

ん。予言されていないのであれば、その兆しに戦って勝つ準備をする必要はないはずです。そ

のような反論は、怠惰で不運な人たちがよくするものです。雨期になれば雨が降ることは予想

され、人々は警戒して身を守ろうとします。同じように、カリ時代には上述された兆しはまち

がいなく世に入りこんでくるのですから、市⺠がカリ時代の手先たちとかかわることから救う

のは国の義務です。マハーラージャ・パリークシットはカリの兆候に溺れている悪人たちを処

罰したいと考え、そうすることで、宗教文化に従って純粋な習慣を維持していた罪のない市⺠

たちを救いたいと考えました。そのように保護するのが王の義務であり、マハーラージャ・パ
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リークシットが戦う準備をしたのは正しい選択でした。 

 

第第第第１１１１１１１１節節節節    
    

Svl/x(k*-Ta& XYaaMaTaur(r)YaaeiJaTa& 
  rQa&  Ma*GaeNd]ßJaMaaié[Ta" PauraTa( ) 
v*Taae rQaaìiÜPaPaitaYau¢-Yaa 
  SvSaeNaYaa idiGvJaYaaYa iNaGaRTa" )) 11 )) 

    

svalaìkåtaà çyäma-turaìga-yojitaà 

rathaà mågendra-dhvajam äçritaù purät 

våto rathäçva-dvipa-patti-yuktayä 

sva-senayä digvijayäya nirgataù 
    

 su-alaìkåtam—充分に飾られて; çyäma—⿊い; turaìga—馬; yojitam—取り組んだ; ratham—馬

車 ; måga-indra—ライオン ; dhvajam—旗で飾られて ; äçritaù—保護下で ; purät—首都から ; 

våtaù—〜に囲まれて; ratha—二輪戦車; açva—騎兵隊; dvipapatti—象; yuktayä—そのように装備

して; sva-senayä—歩兵隊と共に; digvijayäya—征服する目的で; nirgataù—出ていった。 
    

 マハーラージャ・パリークシットは、⿊い馬に引かれた馬車に座った。馬車の旗には獅子が

刻印されている。そのように飾られ、二輪戦車、騎兵隊、象、歩兵隊に囲まれた王は、四方を

くまなく征服するために都を出立した。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 マハーラージャ・プリトゥと祖父のアルジュナとの違いがここにあります。⽩馬ではなく⿊

馬がかれの馬車を引いていたのです。そして馬車の旗には獅子が刻印されていますが、祖父の

馬車にはハヌマーンジーが印されていました。マハーラージャ・パリークシットのような国王

の行進は、美しく飾られた馬車、騎兵隊、歩兵隊、楽団など、目に心地よい見栄えだけではな

く、最前線においても美的感覚を彷彿とさせる文化の印でもあります。 

 

第第第第１２１２１２１２節節節節    
    

>ad]aì& ke-TauMaal&/  c  >aarTa&  caetaraNa( ku-æNa( ) 
ik-MPauåzadqiNa vzaRi<a iviJaTYa JaGa*he bil/Ma( )) 12 )) 
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bhadräçvaà ketumälaà ca 

bhärataà cottarän kurün 

kimpuruñädéni varñäëi 

vijitya jagåhe balim 
    

 bhadräçvam—バドゥラーシュヴァ; ketumälam—ケートゥマーラ; ca—もまた; bhäratam—バ

ーラタ; ca—そして; uttarän—北部の国々; kurün—クル家の王国; kimpuruña-ädéni—ヒマラヤ北

部を超えた地域; varñäëi—地球の各地域; vijitya—征服している; jagåhe—徴収した; balim—力。 
    

 そしてマハーラージャ・パリークシットは、バドゥラーシュヴァ、ケートゥマーラ、バーラ

タ、クル北部、キンプルシャなど、地球全土を掌握し、各地域の支配者から貢ぎ物を徴収した。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 バドゥラーシュヴァ メール・パルヴァタ付近⼀帯にあり、ガンダ・マーダナ・パルヴァタ

から塩の海まで広がっています。このヴァルシャの説明は『マハーバーラタ』（ビーシュマ・

パルヴァ 第7章・第14-18節）にあり、サンジャヤからドゥリタラーシュトラに説明されていま

す。 

 マハーラージャ・ユディシュティラもこのヴァルシャ・部分を制圧しており、かれの王国の

管轄に含まれています。マハーラージャ・パリークシットが祖父から受け継いだ国土すべての

皇帝であることはすでに宣言されているのですが、なおかつ、その国々から貢ぎ物を受けとる

ために諸外国に赴いたとき、みずからの主権を確立させる必要がありました。 

 ケートゥマーラ 地球は７つの海によって７つのドゥヴィーパに分割され、中央のドゥヴィ

ーパをジャンブードゥヴィーパといい、それが８つの巨大な山によって９つのヴァルシャに分

けられています。バーラタ・ヴァルシャは、上記の９つのヴァルシャの⼀つで、ケートゥマー

ラもそのヴァルシャの⼀つとして述べられています。ケートゥマーラのヴァルシャに住む女性

たちはひじょうに美しい、とも説明されています。このヴァルシャはアルジュナによって制圧

されており、『マハーバーラタ』（サバー 第28章・第６節）でこの地域について知ることが

できます。 

 この地域はメール・パルヴァタの⻄部に位置しており、その住人たちは１万年生きていた、

と述べられています（『マハーバーラタ』ビーシュマ・パルヴァ 第６章・第31節）。この地

域の住⺠は金⾊の肌をし、女性たちは天国の天使によく似ています。またいっさいの病気や悲

しみに苦しめられることがありませんでした。 
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 バーラタ・ヴァルシャ この地域はジャンブードゥヴィーパの９つのヴァルシャの⼀つです。

バーラタ・ヴァルシャについては『マハーバーラタ』（ビーシュマ・パルヴァ 第９章・第10

節）で説明されています。 

 ジャンブードゥヴィーパの中心がイラーヴリタ・ヴリシャで、イラーヴリタ・ヴァルシャの

南側にハリ・ヴァルシャがあります。これらのヴァルシャについては『マハーバーラタ』（サ

バー・パルヴァ 第28章・第７−８節）で次のように説明されています。 
    

nagaräàç ca vanäàç caiva 

nadéç ca vimalodakäù 

puruñän deva-kalpäàç ca 

näréç ca priya-darçanäù 
    

adåñöa-pürvän subhagän 

sa dadarça dhanaïjayaù 

sadanäni ca çubhräëi 

näréç cäpsarasäà nibhäù 
    

 この節では、どちらのヴァルシャの女性には美女が多く、⼀部の女性は天界の女性・アプサ

ラーにも匹敵する、と言われています。 

 ウッタラクル ヴェーダの地理学によると、ジャンブードゥヴィーパの北部をウッタラク

ル・ヴァルシャと呼びます。３方向を海に囲まれヒランマヤ・ヴァルシャ側にあるシュリンガ

ヴァーン山によって３区分に分けられています。 

 キンプルシャ・ヴァルシャ ここはヒマラヤ山脈の北に位置し、⻑さと高さは８万平方マイ

ル、広さ１万6,000マイルに及ぶ地域です。この地域もアルジュナによって制圧されました（『マ

ハーバーラタ』 サバー 第28章・第１−２節）。キンプルシャの住⺠はダクシャの娘の子孫で

す。マハーラージャ・ユディシュティラが馬の供儀ヤギャを執行したとき、これらの国々の住

⺠たちもその祭りに加わり、皇帝に貢ぎ物をしました。この地域はキンプルシャ・ヴァルシャ、

またときにはヒマラヤン地域（ヒマヴァティー）と呼ばれることがあります。シュカデーヴァ・

ゴースヴァーミーはここヒマラヤ地区で生まれ、ヒマラヤの国々を通過したあとバーラタ・ヴ

ァルシャに来た、とされています。 

 言いかえれば、マハーラージャ・パリークシットは全世界を制覇し、また四方の海に隣接す

る大陸、すなわち世界の東⻄南北全土をすべて平定していたということです。 
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第第第第１３−１１３−１１３−１１３−１５５５５節節節節    
    

Ta}a  Ta}aaePaé*<vaNa"  SvPaUveRza&  MahaTMaNaaMa( ) 
Pa[GaqYaMaa<a&  c YaXa" k*-Z<aMaahaTMYaSaUck-Ma( )) 13 )) 
AaTMaaNa&   c   Pair}aaTaMaìTQaaManae_ñTaeJaSa" ) 
òeh& c v*iZ<aPaaQaaRNaa& Taeza& >ai¢&- c ke-Xave )) 14 )) 
Tae>Ya"   ParMaSaNTauí"   Pa[qTYauÂ*iM>aTal/aecNa" ) 
MahaDaNaaiNa  vaSaa&iSa  ddaE haraNa( MahaMaNaa" )) 15 )) 

    

tatra tatropaçåëvänaù 

sva-pürveñäà mahätmanäm 

pragéyamäëaà ca yaçaù 

kåñëa-mähätmya-sücakam 
    

ätmänaà ca pariträtam 

açvatthämno 'stra-tejasaù 

snehaà ca våñëi-pärthänäà 

teñäà bhaktià ca keçave 
    

tebhyaù parama-santuñöaù 

préty-ujjåmbhita-locanaù 

mahä-dhanäni väsäàsi 

dadau härän mahä-manäù 
    

 tatra tatra—王が訪ねる場所すべてで; upaçåëvänaù—絶えず彼は聞いた; sva-pürveñäm—自分

の先祖達について; mahä-ätmanäm—全員が主の偉大な献愛者たち; pragéyamäëam—どのように

語りかけている者達に; ca—もまた; yaçaù—栄光; kåñëa—主クリシュナ; mähätmya—栄光に満

ちた行為; sücakam—示している; ätmänam—彼、個人自身; ca—もまた; pariträtam—救った; 

açvatthämnaù—アシュヴァッターマーの; astra—武器; tejasaù—強力な光線; sneham—愛着; ca—

もまた; våñëi-pärthänäm—ヴリシュニとプリターの子孫の間; teñäm—彼ら全員の; bhaktim—献

愛の心; ca—もまた; keçave—主クリシュナに; tebhyaù—彼らに; parama—極度に; santuñöaù—宇

喜んで; préti—魅了; ujjåmbhita—公に喜んで; locanaù—そのような目を持つ者; mahä-dhanäni—

価値ある富; väsäàsi—衣服; dadau—慈善として与えた; härän—首飾り; mahä-manäù—広い視野

を持つ者。 
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 王がどこを訪ねても、主の偉大な献愛者である高潔な先祖たちの栄光を、そして主クリシュ

ナの栄光に満ちた活動について幾度となく聞いた。またかれ自身が主によって、アシュヴァッ

ターマーが放った武器の強烈な熱から守られたことも聞いた。さらに人々は、ヴリシュニとプ

リターの子孫たちが交わす強い愛着について口々に語っていた。プリターが主ケーシャヴァに

深い愛情を注いでいたからである。王は、そのような栄光を詠う吟唱家たちを心から嬉しく思

い、大そう満足して目を輝かせた。そして寛大な心から、喜んでかれらに高価なネックレスや

衣服を与えた。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 国王や偉人は歓迎の言葉とともに迎えられます。この慣習は昔から続けられ、マハーラージ

ャ・パリークシットも、世界にその名を響かせていた皇帝の⼀人でしたから、どこを訪ねても

歓迎の言葉で迎えられました。歓迎の言葉の内容にはクリシュナのことが含まれています。ク

リシュナ、と言えば、その言葉はクリシュナもその永遠の献愛者をも指しており、そして王に

は王もその親密な交流者も含みます。 

 クリシュナとクリシュナの純粋な献愛者は決して離れられませんから、献愛者を讃えるのは、

逆にクリシュナを讃えているのと同じことです。マハーラージャ・パリークシットは、マハー

ラージャ・ユディシュティラやアルジュナという先祖たちの栄光が主クリシュナの活動と関係

していなければ、聞いてもとくに喜びはしなかったはずです。主は、とくに献愛者たちを救う

ために降誕します（『バガヴァッド・ギーター』第４章・第８節）。献愛者は主の存在をとお

して讃えられるものです。かれらは、主の存在と主のさまざまなエネルギーと離れては⼀瞬た

りとも生きられないからです。主は、主自身の行為と栄光をとおして献愛者のために存在して

いますから、マハーラージャ・パリークシットは、主がそのような行動によって、とくに自分

が⺟親の胎内で主によって救われたときのように、讃えられるときに主の存在を感じました。

主の献愛者は決して危険な目にあいませんが、毎瞬間危険が潜む物質界にいるとき、危険な状

態に陥るように見えるだけであり、そしてかれらが主によって救われると、主が讃えられます。

もしもパーンダヴァ兄弟のような主の献愛者たちがクルクシェートラの戦場で窮地に陥らなけ

れば、主クリシュナは『バガヴァッド・ギーター』の語り手として讃えられなかったでしょう。

主のそのような行動すべてが歓迎の言葉で紹介され、マハーラージャ・パリークシットはその

話に心から満足し、語った人々に報酬を与えました。現代と当時の歓迎の言葉で違っているの

は、かつてはマハーラージャ・パリークシットのような人物に対して歓迎の言葉が向けられて

いたという点にあります。その歓迎の言葉は正確無比な描写で語られ、語った人々は充分な報
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酬を授かりますが、現代ではいつも本当のことが語られているわけではなく、それなりの地位

に就いている凡人を喜ばせることが多く、その中身もご機嫌取りの嘘八百だったりします。そ

して、その歓迎の言葉を口にする人たちも、言葉を受けとった凡人から報酬を受けとることは

ほとんどありません。 

 

第第第第１６１６１６１６節節節節    
    

SaarQYaPaarzdSaevNaSa:YadaETYa‚ 
  vqraSaNaaNauGaMaNaSTavNaPa[<aaMaaNa(   ) 
iòGDaezu Paa<@uzu JaGaTPa[<aiTa& civZ<aae‚ 
  >aRi¢&- k-raeiTa Na*PaiTaêr<aarivNde )) 16 )) 

    

särathya-pärañada-sevana-sakhya-dautya- 

véräsanänugamana-stavana-praëämän 

snigdheñu päëòuñu jagat-praëatià ca viñëor 

bhaktià karoti nå-patiç caraëäravinde 
    

 särathya—御者の身分を受けいれ; pärañada—ラージャスーヤ供儀祭の集まりで代表者になる

ことの受けいれ; sevana—主への奉仕に絶えず心を使っている; sakhya—主を友人として考える

こと; dautya—使者の身分の受けいれ; véra-äsana—夜、剣を抜いて警戒する立場を受けいれるこ

と; anugamana—その足跡に従っている; stavana—祈りを捧げている; praëämän—お辞儀をして

いる; snigdheñu—主の意志に柔軟な者達に; päëòuñu—パーンドゥの息子達に; jagat—普遍的な

者; praëatim—服従する者; ca—そして; viñëoù—ヴィシュヌの; bhaktim—献愛の心; karoti—〜す

る; nå-patiù—王; caraëa-aravinde—主の蓮華の御足に。 
    

 マハーラージャ・パリークシットは、だれもが服従する主クリシュナ（ヴィシュヌ）が、み

ずからのいわれのない慈悲心から、パーンドゥの従順な息子たちのために御者、代表者、使者、

友人、夜警など、どのようなことをしても仕えていたことを聞いた。パーンダヴァ兄弟の意志

に沿えるよう、あたかも召使いのように従い、年下のようにお辞儀をしていたのである。この

話を聞いたマハーラージャ・パリークシットは、主の蓮華の御足への強い愛着に包まれた。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 主クリシュナは、パーンダヴァ兄弟のような純粋無垢な献愛者にとってはすべてです。かれ
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らにとって主は至高主であり、精神指導者であり、崇拝する神像、案内者、御者、友人、召使

い、使者、あるいは思いうかべられるものすべてです。そして、主もパーンダヴァ兄弟の気持

ちに応えます。マハーラージャ・パリークシットは、純粋な献愛者として、主が献愛者と超越

的な気持ちの交換をしていることを深く理解し、主のそのようなふるまいに胸を打たれたので

した。主が純粋な献愛者にどのように対応するかをただ評価するだけで、私たちは解放されま

す。主の献愛者とのふれあいは、ふつうの人間同士の交流に見えますが、その真相を見ること

のできる人は、すぐにふるさとへ、神のもとへ帰る資格をそなえることができます。パーンダ

ヴァ兄弟は主の意志に完璧に従順であり、主に仕えるためならどのようなことでも犠牲にする

ことができ、そしてそのような無垢な決意をとおして、望みどおりに主の慈悲を確実に授かる

ことができます。 

 

第第第第１７１７１７１７節節節節    
    

TaSYaEv&  vTaRMaaNaSYa  PaUveRza&  v*itaMaNvhMa( ) 
NaaiTadUre ik-l/aêYa| YadaSaqTa( TaiàbaeDa Mae )) 17 )) 

    

tasyaivaà vartamänasya 

pürveñäà våttim anvaham 

nätidüre kiläçcaryaà 

yad äsét tan nibodha me 
    

 tasya—マハーラージャ・パリークシットの; evam—このように; vartamänasya—そのような思

いに没頭しつづけて; pürveñäm—彼の先祖の; våttim—優れた職務; anvaham—日ごとに; na—〜

ではない; ati-düre—遠い昔の; kila—確かに; äçcaryam—驚くべき; yat—それ; äsét—〜だった; 

tat—〜であるもの; nibodha—それを知っている; me—私から。 
    

 ではこれから、マハーラージャ・パリークシットが自分の先祖たちの優れた職務について聞

き、かれらに思いをはせて過ごしていたときに、なにが起こったか、聞いていただきたい。 

 

第第第第１８１８１８１８節節節節    
    

DaMaR" PadEke-Na crNa( ivC^aYaaMauPal/>Ya GaaMa( ) 
Pa*C^iTa  SMaaé[uvdNaa&  ivvTSaaiMav  MaaTarMa( )) 18 )) 
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dharmaù padaikena caran 

vicchäyäm upalabhya gäm 

påcchati smäçru-vadanäà 

vivatsäm iva mätaram 
    

 dharmaù—宗教原則の権化; padä—足; ekena—１本だけで; caran—徘徊している; vicchäyäm—

悲しみの影に襲われて; upalabhya—出逢って; gäm—その雌牛; påcchati—尋ねている; sma—〜

と共に ; açru-vadanäm—顔に涙を流して ; vivatsäm—我が子を失った者 ; iva—〜のように; 

mätaram—⺟親。 
    

 宗教原則の権化、ダルマ（Dharma）は雄牛の姿となって徘徊していた。やがて、雌牛の姿

になっている地球の権化に出逢った。雌牛は子を失った⺟親のように嘆き悲しんでいる。目に

涙を浮かべ、その体からは美しさが消えうせている。この様を見たダルマは次のように地球に

尋ねた。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 雄牛は道義の象徴であり、雌牛は地球の権化です。雄牛と雌牛が喜々としていれば、世界の

人々も喜びを感じている、ということです。なぜなら、雄牛は農業をとおして穀物の生産を助

け、雌牛はあらゆる食料のなかでもっとも優れた価値をそなえた奇跡の食料・牛乳を生みだし

てくれるからです。ならば、人間社会はこの２種類の重要な動物を注意深く育てなくてはなり

ません。それができれば、かれらが生き生きとしてどこでも自由に歩くことができるからです。

しかしカリ時代となったいま、雄牛も雌牛も殺され、ブラーフマナ文化についてなにも知らな

い人間たちに食べられています。雄牛と雌牛は、すべての文化的物事の最高完成であるブラー

フマナ文化を広めることで、人間社会全体の正義のために守らなくてはなりません。そのよう

な文化を高めることで社会の道徳は保たれ、その結果、とってつけたような努力をすることな

く平和と繁栄を達成できます。ブラーフマナ文化が衰退すれば、雌牛も雄牛もむごい仕打ちを

受け、その結果は次の節のような兆候となって現われます。 

 

第第第第１９１９１９１９節節節節    
    

DaMaR ovac 
k-iÀÙd]e_NaaMaYaMaaTMaNaSTae 
  ivC^aYaaiSa  ãaYaTaezNMau%eNa ) 
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Aal/+aYae >avTaqMaNTaraiDa& 
  dUre bNDau& XaaeciSa k-ÄNaaMb )) 19 )) 

    

dharma uväca 

kaccid bhadre 'nämayam ätmanas te 

vicchäyäsi mläyateñan mukhena 

älakñaye bhavatém antar-ädhià 

düre bandhuà çocasi kaïcanämba 
    

 dharmaù uväca—ダルマが尋ねた; kaccit—〜かどうか; bhadre—淑女; anämayam—非常に元気

で喜んでいる; ätmanaù—自己; te—あなたに; vicchäyä asi—悲しみの影に包まれているように見

える; mläyatä—暗くするもの; éñat—わずかに; mukhena—顔によって; älakñaye—あなたは〜に

見える; bhavatém—あなた自身に; antarädhim—内なる病気; düre—⻑距離; bandhum—友人; 

çocasi—〜のことを考えている; kaïcana—誰か; amba—⺟よ。 
    

 （雄牛という姿の）ダルマが尋ねる。「淑女よ。あなたの表情には活力も喜びも見いだすこ

とができません。どうして、そのような暗い悲しみ影に包まれているのでしょう。その顔を見

ると、あなたは暗闇の世界に落ちてしまったように見えます。なにかの病で苦しんでいるので

しょうか、あるいは遠いところに行ってしまった親族のことで思い悩んでいるのでしょうか」 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 カリという現代に生きる人々はいつも不安で満ちています。だれもがいつもなにかの病に苦

しめられています。現代人の顔を見ると、かれらの心の表情を察することができます。そして

だれもが、家から遠く離れ、自分のそばにいない親族のことを思いつづけています。カリ時代

特有の兆候として、家族が共に暮らす幸せに恵まれてない、という点が挙げられます。生計を

たてるために、父親は子どもや妻から、あるいは妻が夫から遠く離れて住んでいる。内臓疾患

の苦しみ、身近で愛しい者との別れの苦しみ、生活を維持するための不安など――これらが、

現代人を不幸に落としいれている重要な要素です。 

 

第第第第２０２０２０２０節節節節    
    

PaadENYaURNa& XaaeciSa MaEk-Paad‚ 
  MaaTMaaNa& va v*zlE/>aaeR+YaMaa<aMa( ) 
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Aahae SauradqNa( ôTaYaj>aaGaaNa( 
  Pa[Jaa  oTa iSvNMagavTYavzRiTa )) 20 )) 

    

pädair nyünaà çocasi maika-pädam 

ätmänaà vä våñalair bhokñyamäëam 

äho surädén håta-yajïa-bhägän 

prajä uta svin maghavaty avarñati 
    

 pädaiù—３本の足で; nyünam—減少して; çocasi—そのためにあなたは嘆いているのか; mä—

私の; eka-pädam—１本の足だけで; ätmänam—自分の体; vä—あるいは; våñalaiù—肉を食べる無

法の者達によって; bhokñyamäëam—搾取れて; ähoù—儀式で ; sura-ädén—権威ある半神達; 

håta-yajïa—儀式の供物がなく; bhägän—共有する; prajäù—生命体達; uta—増えている; svit—〜

かどうか; maghavati—飢饉と不足で; avarñati—雨が降らないために。 
    

 私は３本の足を失い、いま１本の足だけで立っています。あなたは、このような私のありさ

まを嘆いておられるのでしょうか。それとも、肉を食べる不逞の輩たちがあなたを食いものに

することに不安を感じておられるのでしょうか。あるいは、いまでは儀式が行なわれなくなっ

たことで、半神たちが儀式の供物を共有できなくなった窮状を嘆いておられるのでしょうか。

それとも、飢饉や干ばつのために人間たちが苦しんでいる様を悲しんでおられるのでしょうか。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 カリ時代が進むにつれ、とくに４つのこと、つまり寿命、慈悲心、記憶力、道徳あるいは宗

教原則がしだいにすたれていきます。ダルマ・宗教原則は、４つのなかの３つの部分として失

われ、その象徴である雄牛はいま１本足だけで立っています。全世界の人口の３分の１が無宗

教になると、動物にとって世界は地獄にさま変わりします。カリ時代では、神を信じない文化

が、直接あるいは間接的に神を否定しているいわゆる宗教的社会を無数に作りだしていくこと

でしょう。その結果、信仰を忘れた人間社会は、健全な人々が住めない世界を作っていきます。

人間は最高人格主神に対する信念にもとづいていくつかの段階に分けられます。⼀流の信念を

もつ人々をヴァイシュナヴァ、あるいはブラーフマナといい、次にクシャトリヤ、ヴァイシャ、

シュードラ、次にムレーッチャ、ヤヴァナ、そして最後にチャンダーラと分類されます。人間

の本能の堕落はムレーッチャから始まり、そしてチャンダーラ階級はもっとも堕落した人間と

されます。ヴェーダ経典が述べるこれらの段階は、ある特定の社会や誕生で決まるのではあり
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ません。⼀般大衆のさまざまな質に応じて決定されるのです。生得権とか特定の共同社会とは

まったく関係ありません。それぞれの質は自分の努力で得ることができますから、ヴァイシュ

ナヴァの息子がムレーッチャになることもあれば、チャンダーラの子がブラーフマナを凌ぐ質

をそなえることもあります。それは、至高主とのつながりや親交にもとづいて決まります。 

 肉食をする人々は⼀般的にムレーッチャと呼ばれます。いっぽう、肉を食べる人がすべてム

レーッチャというわけではありません。経典の教えに従って肉を食べる人はムレーッチャでは

なく、無節操に肉を食べる人がムレーッチャです。牛肉を食べることは経典で禁止されており、

雄牛や雌牛は、ヴェーダの従者によって特別に守られています。しかしカリという現代になる

と、人々は好き勝手に雄牛や雌牛の体を食いものにするようになり、その結果としてかれら自

身がさまざまな苦しみを呼び寄せています。 

 現代人は儀式をしません。儀式は、感覚を楽しみつつ物質生活を求める人に不可欠なのです

が、ムレーッチャは儀式をするつもりはまったくありません。『バガヴァッド・ギーター』（第

３章・第14-16節）でも儀式の執行は強く勧められています。 

 生命体は創造者ブラフマーによって作られ、かれらが神のもとに帰る道を歩いていけるよう

に、儀式を執行する規則もブラフマーが用意しました。それは、生命体は穀物と野菜で生きる

こと、その食糧を食べて血液や精液という形で身体の活力を手に入れ、さらに生物はその血液

と精液から別の生物を作りだすことができる、という過程です。しかし、穀物や葉などは雨が

降ってこそ生産されるのであり、その雨は勧められた儀式の執行によって正しく地上に降りそ

そがれます。そのような儀式は、サーマ、ヤジュル、リグ、アタルヴァといったヴェーダの供

儀によって定められています。『マヌ・スムリティ』では、火の祭壇をとおして儀式を捧げる

ことで太陽神を喜ばせることができる、と勧められています。喜びを感じた太陽神は海から水

を正しく拾いあげ、充分な雲が上空に集められ、そして雨が降りだします。充分な雨が降った

あと、人間や動物たちにとって充分な穀物が作られ、こうして生命体のなかに生きていくため

のエネルギーが作られます。しかしムレーッチャは、雄牛や雌牛やほかの動物たちを殺す屠殺

場を作ろうとし、工場をどんどん増やしていけば豊かになれると考え、儀式執行や穀物生産を

無視して動物という食糧で生きていこうとします。しかしかれらが知るべきことは、動物のた

めにでさえ葉や野菜を作る必要があるということであり、作らなければ動物は生きていけませ

ん。そして、動物のために葉を作るには充分な雨が必要です。ですから、結局はかれらも、太

陽神、インドラ、チャンドラといった半神たちの慈悲にすがらなくてはならないし、儀式をし

て半神たちを満足させなくてはなりません。 

 なんども説明してきたように、この物質界はいわば刑務所です。半神は主の召使いであり、
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この刑務所をきちんと維持する任務をおびています。半神たちは、信仰を無視して生きようと

する反抗的な生命体が、しだいに主の至上の力に顔を向けてくれることを望んでいます。だか

らこそ、儀式を捧げる手順が経典のなかで勧められているのです。 

 物質主義者は仕事に明け暮れ、感覚満足のために活動の結果を楽しみたいと思っています。

こうしてかれらは、毎瞬間罪を犯しつづけながら生きています。しかし、主への献愛奉仕に真

剣に励んでいる人々は罪や徳を超越しています。かれらの行為は、物質自然界の三様式という

穢れから離れているのです。献愛者は定められた儀式をする必要はありません。なぜなら、献

愛者の生活そのものが儀式の象徴と言えるからです。いっぽう、感覚を楽しむために果報的活

動に励んでいる人々は、定められた儀式をしなくてはなりません。それが、果報的活動者が犯

す罪の反動すべてから解放されるただ⼀つの方法だからです。儀式は、蓄積されたそのような

罪を中和させる方法なのです。半神は、そのような儀式が執行されると喜びます――刑務所の

看守が、収容されている囚人が従順な人間に変わることに満足するように。しかし主チャイタ

ンニャは、だれでも参加できるヤギャ・儀式、すなわちサンキールタナ・ヤギャというハレー・

クリシュナの唱名だけを勧めています。サンキールタン・ヤギャの執行によって、献愛者も果

報的活動者も同じ恩恵を授かることができます。 

 

第第第第２１２１２１２１節節節節    
    

Ar+YaMaa<aa" iñYa oivR bal/aNa( 
  XaaecSYaQaae   PauåzadEirvaTaaRNa( ) 
vac& devq& b]øku-le/ ku-k-MaR‚ 
  <Yab]ø<Yae raJaku-le/ ku-l/aGY[aaNa( )) 21 )) 

    

arakñyamäëäù striya urvi bälän 

çocasy atho puruñädair ivärtän 

väcaà devéà brahma-kule kukarmaëy 

abrahmaëye räja-kule kulägryän 
    

 arakñyamäëäù—守られていない; striyaù—女性; urvi—地上で; bälän—子ども達; çocasi—あな

たは同情心を感じている; atho—そのために; puruña-ädaiù—ラークシャサ達によって; iva—そ

のように; ärtän—不幸な者達; väcam—語彙; devém—その女神; brahma-kule—ブラーフマナ達の

家族の中に; kukarmaëi—宗教原則に反した行為; abrahmaëye—ブラーフマナ文化に反する者達; 

räja-kule—管理者家族の中で; kula-agryän—その家族（ブラーフマナ）すべての中のほとんど。 
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 あなたは、不徳な者たちのために苦境に取り残された女性や子どもたちのことで良心がとが

めているのでしょうか。あるいは、学問の女神が宗教原則に反することにふけっているブラー

フマナたちにもてあそばれているからつらい思いをしているのでしょうか。それとも、ブラー

フマナたちが、ブラーフマナ文化を尊ばない管理階級の家族に頼っていることを残念に思って

いるのでしょうか。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 カリ時代では、女性と子どもは、ブラーフマナと雌牛たちのようにまったくないがしろにさ

れ、守られていません。この時代では、女性が不義の関係に巻きこまれることで多くの女性や

子どもたちが守られない状態になります。その結果、女性は男性に守られることを避けるよう

になり、結婚は男女がふたりで住むことに同意する形式的な形だけで行なわれるようになりま

す。ほとんどの子どもたちが、正しく育てられなくなります。ブラーフマナにしても、本来知

性あふれる人々であり、現代教育を最高段階に引きあげることはできるのでしょうが、こと道

徳や宗教原則に関するかぎり、もっとも堕落した状態にいます。教育と邪悪な性格は共存せず、

両立することはありません。管理階級のトップにいる政治家たちはヴェーダ知識を非難し、い

わゆる宗教にかかわらない国を作ろうとし、高い教育を受けたはずのブラーフマナたちが、そ

のような無節操な政治家たちに雇われます。哲学者でも、宗教原則について何冊も本を作った

作家たちも、シャーストラの道徳律に反する政府高官の地位についたりします。ブラーフマナ

たちは、本来そのような職務にはつかない立場にいなくてはなりません。しかしいまでは、そ

れをあたりまえのように引き受けるばかりか、もっとも卑俗なことにでもかかわろうとします。

これらがカリ時代に見られるいくつかの兆候であり、社会全体の福利には有害なものでしかあ

りません。 

 

第第第第２２２２２２２２節節節節    
    

ik&- +a}abNDaUNa( k-il/NaaePaSa*íaNa( 
  raí¥ai<a  va  TaErvraeiPaTaaiNa ) 
wTaSTaTaae vaXaNaPaaNavaSa"‚ 
  òaNaVYavaYaaeNMau%Jaqvl/aek-Ma( )) 22 )) 

    

kià kñatra-bandhün kalinopasåñöän 

räñöräëi vä tair avaropitäni 
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itas tato väçana-päna-väsaù- 

snäna-vyaväyonmukha-jéva-lokam 
    

 kim—〜かどうか; kñatra-bandhün—無価値な政治家達; kalinä—カリ時代の影響によって; 

upasåñöän—混乱して; räñöräëi—国政; vä—あるいは; taiù—彼らによって; avaropitäni—混乱させ

ている; itaù—ここ; tataù—かしこ; vä—あるいは; açana—食べ物を食べている; päna—飲む; 

väsaù—住まい; snäna—沐浴; vyaväya—性交渉; unmukha—〜を望む; jéva-lokam—人間社会。 
    

 名ばかりの政治家たちはカリ時代の力に惑わされ、国政を混乱状態に落としいれています。

あなたはこのような混沌とした状態を悲しんでいるのですか。いまでは⼀般大衆は、食べたり、

眠ったり、飲んだり、夫婦になる決まりには従わなくなり、どこでも無制限にそのような生活

にふけっています。あなたはこの有様を嘆いているのでしょうか。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 下等な動物でもそれなりに必要なもの、つまり食べること、眠ること、恐れること、つがい

になることがあります。この体の欲求は人間にも動物にもあります。しかし人間がその望みを

満たすには、動物のようではなく、人間として満たさなくてはなりません。雄犬は人に見られ

てもいてもためらうことなく雌犬と交尾をしますが、人間が同じことをすれば違法行為と見な

され、法を犯した罰が与えられます。だからこそ人間には、たとえ同じ欲求を持っていても、

従うべき規則や原則が用意されているのです。カリ時代に惑わされた人間社会は、そのような

規則も原則も無視するようになってしまいました。現代人は、生活に欠かせない必需品を規則

や原則に従わずに手にいれており、獣と変わらぬ有害なそのような行為の結果、社会的・道徳

的に堕落してしまった現況は確かに嘆くべき状態です。また現代では、父親も保護者も、子ど

もたちがしていることを嘆かわしく思っています。かれらが気づくべきことは、カリ時代の影

響に毒された純真無垢な子どもたちが、忌まわしい交わりの犠牲になっている点です。『シュ

リーマド・バーガヴァタム』には、アジャーミラというブラーフマナの純真な息子が道を歩い

ていたとき、シュードラの男女がセックスする様子に魅了された話があります。その魅力の犠

牲になったかれは、やがて放蕩生活にふけるようになります。純粋なブラーフマナの境地から、

見さげはてた放蕩息子に落ちぶれてしまいましたが、それはすべて悪いつきあいが原因でした。

当時は、アジャーミラというただ⼀人の犠牲者しかいなかったのですが、カリとなった現代で

は、哀れで無知な学生たちが毎日のように、セックスに男性を惹きつける映画の犠牲になって

います。政治家と呼ばれる者たちも、クシャトリヤとしての職務の訓練を受けたわけではあり
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ません。クシャトリヤは、ブラーフマナの本務が知識と指導であるように、管理する立場にい

ます。この節のkñatra-bandhu（クシャトゥラ・バンドゥ）は、文化的・伝統的訓練を受けずに政治

家の地位に昇りつめた人間を指します。いまかれらは、生活の規則や原則も知らない大衆に選

ばれ、そのような高級官吏の地位にのしあがっています。本人が模範的な生活ができていない

のに、はたして正しい人を選べるものでしょうか。ですから、カリ時代の影響によって、どこ

でも、政治的に、社会的に、宗教的にすべてが混乱状態にあり、そのため、良識ある人にはす

べてが嘆かわしい状況になっているのです。 

 

第第第第２３２３２３２３節節節節    
    

YaÜaMb Tae >aUir>aravTaar‚ 
  k*-TaavTaarSYa   hreDaRiri}a ) 
ANTaihRTaSYa SMarTaq ivSa*ía 
  k-MaaRi<a iNavaR<aivl/iMbTaaiNa )) 23 )) 

    

yadvämba te bhüri-bharävatära- 

kåtävatärasya harer dharitri 

antarhitasya smaraté visåñöä 

karmäëi nirväëa-vilambitäni 
    

 yadvä—そうであるかもしれない; amba—⺟よ; te—あなたの; bhüri—重い; bhara—積む; 

avatära—その重荷を軽くする; kåta—した; avatärasya—化身した者; hareù—主シュリー・クリシ

ュナの; dharitri—地球よ; antarhitasya—いまでは見えなくなった主の; smaraté—〜について考え

ている間; visåñöä—為されたことすべて; karmäëi—活動; nirväëa—解放; vilambitäni—伴うこと。 
    

 ⺟なる地球よ。最高人格主神ハリは、主シュリー・クリシュナ御自身として、ただあなたの

重荷を軽くするために化身されました。ここでなされたその活動はどれも超越的であり、解放

への道を堅くするものです。しかしいま、主はあなたのまえから姿を消してしまった。おそら

くあなたは主のなされた数々の娯楽に思いをはせ、もう見ることができなくなったことを悲し

んでいるのでしょう。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 主の活動には解放も含まれていますが、ニルヴァーナ（nirväëa）・解放よりも味わいぶか
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いも のです 。シュ リーラ ・ジー ヴァ・ ゴースヴァー ミーは 、この 節で 使われ ている

nirväëa-vilambitäni（ニルヴァーナ・ヴィランビターニ）は、解放の価値を低くする、と説明していま

す。ニルヴァーナ・解放を達成するには厳しいタパッシャ・苦行をしなくてはなりませんが、

主はとても心優しい方ですから、地球の重荷を軽くするために化身します。主のその活動に思

いをはせるだけで、ニルヴァーナから得られる喜びなど取るに足らないものに感じるようにな

り、主の崇高な住居に到達し、喜びに満ちた愛情奉仕をしながら主とふれあうことができるよ

うになります。 

 

第第第第２４２４２４２４節節節節    
    

wd& MaMaac+v TavaiDaMaUl&/ 
  vSauNDare    YaeNa   ivk-iXaRTaaiSa ) 
k-ale/Na va Tae bil/Naa& bl/IYaSaa 
  SauraicRTa& ik&- ôTaMaMb SaaE>aGaMa( )) 24 )) 

    

idaà mamäcakñva tavädhi-mülaà 

vasundhare yena vikarçitäsi 

kälena vä te balinäà baléyasä 

surärcitaà kià håtam amba saubhagam 
    

 idam—これ; mama—私に; äcakñva—どうか教えてください; tava—あなたの; ädhimülam—あ

なたの悲しみの根源; vasundhare—すべての財産の源よ; yena—それによって; vikarçitä asi—非

常に脆弱な状態に陥って; kälena—時の影響によって; vä—あるいは; te—あなたの; balinäm—非

常に力強い ; baléyasä—もっと力強い; sura-arcitam—半神たちが憧れる; kim—〜かどうか; 

håtam—持ち去られて; amba—⺟親; saubhagam—幸運。 
    

 ⺟よ。あなたはあらゆる富の源です。あなたをこれほどやつれさせてしまったその苦しみの

原因を、どうか教えてください。私は考えています、最強なる者でさえ打ち砕く「時」という

力強い影響が、半神たちでさえ憧れるあなたの富をすべて奪いさったのでは、と。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 主の恩寵で、どの惑星も完璧な状態で創造されています。ですから地球は、ここに住む生物

たちを維持するのに必要な富をすべてそなえているばかりではなく、主が降誕すれば、地球そ
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のものがあらゆる富に恵まれるので、天界の住人でさえ愛情をこめて崇拝します。しかし主の

意志で、そのような地球でもすべてが瞬時に変わります。主はみずからの意志で、なにかをす

ることも、したことを元に戻すこともできます。ですからだれであろうと、自分は完全に満た

されているとか、自分は主と独立しているとか、決して考えるものではありません。 

 

第第第第２５２５２５２５節節節節    
    

Dar<Yauvac 
>avaNa( ih ved TaTSav| YaNMaa& DaMaaRNauPa*C^iSa ) 
cTaui>aRvRTaRSae    YaeNa    PaadEl/aeRk-Sau%avhE" )) 25 )) 

    

dharaëy uväca 

bhavän hi veda tat sarvaà 

yan mäà dharmänupåcchasi 

caturbhir vartase yena 

pädair loka-sukhävahaiù 
    

 dharaëé uväca—⺟なる地球が答えた; bhavän—あなた自身; hi—確かに; veda—知っている; tat 

sarvam—私に聞いたことすべて ; yat—それ ; mäm—私から ; dharma—宗教原則の権化よ; 

anupåcchasi—あなたは次々と尋ねた; caturbhiù—４つで; vartase—あなたは存在する; yena—そ

れによって; pädaiù—足によって; loka—すべての惑星で; sukha-ävahaiù—幸福感を高めている。 
    

 （牛の姿になっている）地球の主宰神が、（雄牛の姿になっている）宗教原則の権化に答え

た。「おお、ダルマよ。あなたが尋ねたことすべてが、あなたにもわかります。いまから、す

べて答えます。かつてはあなたも４本の足で立ち、主の慈悲のおかげで、全宇宙の幸せをあま

ねく高めていました」 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 宗教原則は主が作ったものであり、その法律の執行者がダルマラージャ、すなわちヤマラー

ジャです。その原則はサッテャ・ユガでは申し分なく機能していました。トゥレーター・ユガ

ではその４分の１がなくなり、ドゥヴァーパラ・ユガでは半分になり、カリ・ユガになると、

４分の１だけになり、そしてやがてゼロになって洪水が発生します。世界の幸せは、個人にと

っても社会全体にとっても、宗教原則の維持と比例しています。真の勇気は、どれほどの逆境
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にあっても、この原則を守りつづけることにあります。そうであってこそ、私たちは物質界で

幸せに生きることができ、やがて神のもとに帰っていくことができます。 

 

第第第第２６−３０２６−３０２６−３０２６−３０節節節節    
    

SaTYa& XaaEc& dYaa +aaiNTaSTYaaGa" SaNTaaez AaJaRvMa( ) 
XaMaae   dMaSTaPa"   SaaMYa&  iTaiTa+aaePariTa"  é[uTaMa( )) 26 )) 
jaNa&   ivri¢-rEìYa|  XaaEYa|  TaeJaae  bl&/  SMa*iTa" ) 
SvaTaN}Ya&   k-aEXal&/  k-aiNTaDaŒYa|  MaadRvMaev  c )) 27 )) 
Pa[aGaL>Ya&  Pa[é[Ya"  Xaql&/  Sah  AaeJaae bl&/ >aGa" ) 
GaaM>aqYa|  SQaEYaRMaaiSTaKYa&  k-IiTaRMaaRNaae_Nahx(k*-iTa" )) 28 )) 
WTae   caNYae  c  >aGaviàTYaa  Ya}a  MahaGau<aa" ) 
Pa[aQYaaR  MahtviMaC^iÙNaR  ivYaiNTa SMa k-ihRicTa( )) 29 )) 
TaeNaah&    Gau<aPaa}ae<a    é[qiNavaSaeNa    SaaMPa[TaMa( ) 
XaaecaiMa   rihTa&  l/aek&-  PaaPMaNaa  k-il/Naei+aTaMa( )) 30 )) 

    

satyaà çaucaà dayä kñäntis 

tyägaù santoña ärjavam 

çamo damas tapaù sämyaà 

titikñoparatiù çrutam 
    

jïänaà viraktir aiçvaryaà 

çauryaà tejo balaà småtiù 

svätantryaà kauçalaà käntir 

dhairyaà märdavam eva ca 
    

prägalbhyaà praçrayaù çélaà 

saha ojo balaà bhagaù 

gämbhéryaà sthairyam ästikyaà 

kértir mäno 'nahaìkåtiù 
    

ete cänye ca bhagavan 

nityä yatra mahä-guëäù 
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prärthyä mahattvam icchadbhir 

na viyanti sma karhicit 
    

tenähaà guëa-pätreëa 

çré-niväsena sämpratam 

çocämi rahitaà lokaà 

päpmanä kalinekñitam 
    

 satyam—誠実さ; çaucam—清潔さ; dayä—他人の不幸に耐えられないこと; kñäntiù—怒りにつ

ながる要因があっても自己抑制ができること ; tyägaù— 寛大さ ; santoñaù— 自己の満足 ; 

ärjavam—率直さ; çamaù—心の固定; damaù—感覚器官の抑制; tapaù—自分の責任を正しく認識

すること; sämyam—友人と敵を区別しない; titikñä—他人の侮辱に耐えること; uparatiù—損失と

利益に無関心であること; çrutam—経典の教えに従っている; jïänam—知識（自己の悟り）; 

viraktiù—感覚の楽しみへの無執着心; aiçvaryam—指導力; çauryam—騎士道; tejaù—影響力; 

balam— 不 可能 な ことを 可 能 に す る こと ; småtiù— 自 分 の 正 し い 義 務を 見 い だ す こ と ; 

svätantryam—他人に依存しないこと; kauçalam—すべての活動を器用にこなす; käntiù—美し

さ ; dhairyam—妨害に乱されない ; märdavam—心優しさ ; eva—そのように ; ca—もまた ; 

prägalbhyam—巧妙さ; praçrayaù—優雅さ; çélam—作法をわきまえて; sahaù—決断力; ojaù—完璧

な知識; balam—正しい実行; bhagaù—楽しみの対象; gämbhéryam—喜々としている; sthairyam—

不動性; ästikyam—忠実さ; kértiù—名声; mänaù—崇拝されるにふさわしい; anahaìkåtiù—奢りの

ないこと; ete—これらすべて; ca anye—また他の多くの物事; ca—そして; bhagavan—人格主神; 

nityäù—永遠に続いている; yatra—〜の場所; mahä-guëäù—偉大な気質; prärthyäù—持つにふさ

わしい; mahattvam—偉大さ; icchadbhiù—そのように望む者達; na—決して〜ない; viyanti—劣

化する; sma—いつも; karhicit—いつでも; tena—主によって; aham—私自身; guëa-pätreëa—す

べての質の源; çré—幸運の女神; niväsena—休息所によって; sämpratam—つい最近; çocämi—私

は〜について考えている; rahitam—〜を奪われて; lokam—惑星; päpmanä—すべての罪の貯蔵

場所によって; kalinä—カリによって; ékñitam—見られている。 
    

 主の内に住む特質があります。(1)誠実さ、(2)清潔さ、(3)他人の不幸に耐えられないこと、 (4)

怒りを抑制する力、 (5)自己の内で満足していること、(6) 率直さ、(7)安定した心、(8)感覚器

官を抑制する力、(9)責任感、(10)平等な視野、(11)忍耐心、(12) 平静さ、(13)忠実さ、(14)知

識、(15)感覚を楽しむ気持ちのないこと、(16)指導力、(17)騎士道精神、(18)影響力、(19)すべ

てを実現させる力、(20)適切な義務の遂行、(21)完全な独立性、(22)巧妙さ、(23)完璧な美しさ、
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(24)晴朗な性格、(25)心優しさ、(26)明敏さ、(27)優雅さ、(28)寛大さ、(29)決断力、(30)あら

ゆる知識を完璧にそなえている、(31)すべてを適切に遂行する能力、(32)楽しみの対象物をす

べて所有する、(33)喜びにあふれている、(34)不動性、(35)忠誠心、(36)名声、(37)崇拝に値す

る質、(38)奢る心のないこと、(39)（人格主神としての）存在感、(40)永遠性。そしてその他

数多くの超越的な気質をそなえ、それは主とともに永遠にあり、決して主と離れることはあり

ません。その人格主神、すべての善と美の源である主シュリー・クリシュナは、いま、この地

上における崇高な娯楽を完遂させました。主がいなくなったあと、カリ時代がその影響力をあ

らゆる場所に浸透させており、そのために私は、このような状況に陥っている様を見て嘆きか

なしんでいるのです。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 地球を粉々にして、その原子の数すべてを数えることができたとしても、主の計り知れない

超越的な特質を推測することはとうていできません。主アナンタデーヴァは、無数の舌を使っ

て至高主の超越的な質を宣言し、そのことに数えきれないほどの年数を費やしても、主の特質

を言いつくすことは不可能だと言われています。この節で挙げられている主の特質は、私たち

人間が主を見ることのできる範囲内でわかるように列挙されているにすぎません。しかしたと

えそうだとしても、これらの質はさらに多くの小さく分けることができます。シュリーラ・ジ

ーヴァ・ゴースヴァーミーは３番目の質、すなわち「他人の不幸に耐えられない」という気質

を(1)服従した魂の保護、(2)献愛者の幸せ、と分けました。『バガヴァッド・ギーター』で主は、

「どの魂もわたしだけに身をゆだねてほしい」と強調し、「そうしてくれるのであればあらゆ

る罪の反動から守る」と約束しています。服従しない魂は献愛者ではありませんし、そのため

に⼀般大衆はとくに守られているわけではありません。主は献愛者の良き望みをすべて満たし

てあげたいと考えていますから、超越的な愛情奉仕に真剣に励んでいる献愛者をとくに注意深

く見守っています。そして、そのような純粋な献愛者が神のもとに帰る道において、責任をま

っとうできるよう手をさしのべます。10番目に挙げた質に「だれにでも等しく親切な方」と表

現されていますが、それは太陽が光をだれにでも等しく注ぐようなものです。それでも、太陽

の光をすべて受けとれない人々もたくさんいます。同じように、「身をゆだねさえすればあら

ゆる面でわたしが守る、と約束しているのに、不運な者たちはその気持ちを受けいれようとせ

ず、そのためにあらゆる苦しみにさいなまれている」、と主は言います。主はだれもが幸せに

なってほしいと思っていますが、不運な生命体は、ただ忌まわしいつきあいのために主の教え

をそのまま受けとめられないのですが、そのことで主が非難される筋合いはありません。主は、
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献愛者だけに「幸せを願う者」と呼ばれています。とかく主は献愛者だけをひいきにしている

と言われがちですが、見きわめるべきところは、主の平等な心を受けいれるか拒むかという点

にあります。 

 主は必ず約束を守ります。必ず守る、と約束すれば、主はなにがあっても実行します。主か

ら、あるいは主の真の代表者・精神指導者から与えられた義務を確実にはたすことが純粋な献

愛者の義務です。その条件を満たしさえすれば、あとは主がすべてを遂行します。 

 主の責任にも独特の質があります。しかしじつは、主に責任はありません。主の仕事はすべ

て、任命されたさまざまなエネルギーによって実行されるからです。しかしそれでも、超越的

な娯楽をとおしてさまざまな役目を進んではたしています。幼いとき、牛飼いの役割をはたし

ました。ナンダ・マハーラージャの子として、主は自分の責任を完璧にまっとうしたのです。

同じように、マハーラージャ・ヴァスデーヴァの子息としてクシャトリヤの任命を完遂し、闘

魂みなぎるクシャトリヤの腕前を発揮しました。クシャトリヤの王は、ほとんどの場合、妻を

得るのに戦ったり誘拐したりしなくてはなりません。クシャトリヤならこのような行為をとお

して、妻としたい女性に騎士道の力量を誇示しなくてはなりませんし、またそのことで、クシ

ャトリヤの娘は、自分の夫になってほしい男性の武勇を見ることができるからです。人格主神

シュリー・ラーマでさえ、結婚式のときにその騎士道精神を見せています。主はハラダヌルと

呼ばれていた最強の弓を折ることで、あらゆる富の⺟であるシーターデーヴィーを妻としまし

た。クシャトリヤ精神は結婚式の会場で示されますが、その戦闘行為が咎められるわけではあ

りません。主シュリー・クリシュナ責任をまっとうしました。主は16,000人以上の妻がいまし

たが、その人数の分、騎士道精神あふれたクシャトリヤとして戦い、そして妻を獲得しました。

16,000人の妻を得るために16,000回戦うことは、最高人格主神だけにできることです。同じ

ように、主はさまざまな超越的娯楽で完全に責任をまっとうしました。 

 14番目の質である「知識」は、次のように５つの項目に分けられます。 (1)知性、(2)感謝、

(3)特定の場所、主題、時に応じた状況を理解する力、(4)すべてに関する完璧な知識、(5)自己

に関する知識。愚か者だけが恩人に感謝しません。しかし主は、自分をのぞいてだれからも恩

恵をもらう必要はありません。主はみずから完全な方だからです。それでも、主は献愛者から

の純粋無垢な奉仕をありがたく感じます。主は献愛者の素朴で無条件の奉仕に感謝し、奉仕を

返してかれらの愛情に応えようとします。もちろん、献愛者はそのような望みは少しもないの

ですが。主への超越的な奉仕そのものが献愛者にとっては超越的な恩恵ですから、主に仕えて

なにかを授かろうとは思っていません。ヴェーダの格言sarvaà khalv idaà brahma（サルヴァン

ム カハラヴ イダンム ブラフマ）という言葉から私たちが理解できるのは、主は、ラフマジョーティ
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というみずからの輝きによって万物の内にも外にも遍在するということ、またそれは私たちに

とって物質界があまねく存在しているように、主は全知であるということです。 

 主は他の生命体すべてとははっきり違う特別の美しさをそなえていますが、とりわけ主の創

造物のなかでもっとも美しい方・ラーダーラーニーの心を惹きつけてはなさない特別の美しさ

に満たされています。ですから主はマダナ・モーハナ、すなわち「天使の心さえ奪ってしまう

者」として知られています。シュリーラ・ジーヴァ・ゴースヴァーミー・プラブは、主のその

他の超越的質を細かく分析し、主シュリー・クリシュナこそが絶対的最高人格主神（パラブラ

フマン）であると確証しています。主は想像を絶するエネルギーを持つ方だからこそ全能であ

り、そのことから、ヨーゲーシュヴァラ、すなわち「すべての神秘的力の最高の主人」という

名前で知られています。主はヨーゲーシュヴァラとして、精神的で、永遠性・喜び・知識が結

合された姿をそなえています。献愛者でない者は、主の知識にそなわる活動的な特質が理解で

きません。なぜなら、たんに「知識」という主の永遠な形を知るだけで満足しているからです。

偉大な魂たちは、主と同じ段階の知識を得たいと考えています。それは、その他の知識はどれ

もいつまでたっても不充分で、変わりつづけ、底が知れているということですが、いっぽう主

の知識は永遠に不動で、底が知れない、ということを意味しています。シュリーラ・スータ・

ゴースヴァーミーは『シュリーマド・バーガヴァタム』で確証しています、主はドゥヴァーラ

カーの市⺠たちに毎日のように見られていた、それでもかれらは主をなんどもなんども見たい

と願っていた、と。生命体は、主の特質を窮極の目標として評価することはできるのですが、

それらをすべて把握することはできません。物質界はマハトゥ・タットヴァによって作られ、

それは、原因の海で主がヨーガ・ニドラー・神秘なる眠りのなかで作った主の夢の世界です。

それでも、創造界は主の現実の創造に見えます。これが意味することは、たとえ主が夢として

見ている状態も、じつは現実の表われだということです。ですから主は⼀切万物をみずから超

越的な支配下に置くことができ、こうしてどこにいつ現われても、それを完璧に行なうのです。 

 主は上記の特質をすべてそなえていますから、創造界にある現象をすべて維持し、そうする

ことで、主に殺された敵にでさえ解放の境地を授けます。主は解放された頂点の魂の心でさえ

魅了するため、ブラフマーやシヴァというもっとも偉大な半神たちにでさえ崇拝されています。

主はプルシャ・アヴァターラとして化身しても、創造エネルギーの主人です。創造物質エネル

ギーは主の指揮下で機能しており、それは『バガヴァッド・ギーター』（第９章・第10節）で

確証されています。主は物質エネルギーを支配するスイッチともいうべき方であり、無数の宇

宙内の物質エネルギーを支配していることから、全宇宙の無数の化身の根本原因です。１つの

宇宙だけでも50万人以上のマヌの化身が現われ、それ以外にも、さまざまな宇宙にさまざまな
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化身が現われます。しかしマハトゥ・タットヴァを超えた精神界で化身の降誕はなく、さまざ

まなヴァイクンタ惑星のなかには主の完全拡張体が存在しています。精神界の惑星の数は、マ

ハトゥ・タットヴァにある無数の宇宙にある惑星の少なくとも３倍はあります。そして主のナ

ーラーヤナの姿すべては、主のヴァースデーヴァ様相の拡張ですから、主は同時にヴァースデ

ーヴァ、ナーラーヤナ、クリシュナでもあります。主は、çré-kåñëa govinda hare muräre, he 

nätha näräyaëa väsudeva（シュリー・クリシュナ ゴーヴィンダ ハレー ムラーレー、ヘー ナータハ ナーラ

ーヤナ ヴァースデーヴァ）、すなわちどれも⼀つの存在なのです。ですから主の特質は、どれほど

偉大な人間であっても数えつくすことはできません。 

 

第第第第３１３１３１３１節節節節    
    

AaTMaaNa&   caNauXaaecaiMa   >avNTa&   caMaraetaMaMa( ) 
devaNa( iPaTa›Na*zqNa( SaaDaUNa( SavaRNa( v<aa|STaQaaé[MaaNa( )) 31 )) 

    

ätmänaà cänuçocämi 

bhavantaà cämarottamam 

devän pitèn åñén sädhün 

sarvän varëäàs tathäçramän 
    

 ätmänam—私自身; ca—もまた; anuçocämi—嘆いている; bhavantam—あなた自身; ca—〜同

様; amara-uttamam—半神の中の第⼀人者; devän—半神達について; pitèn—ピトゥリローカ惑星

の住人達; åñén—聖者達について; sädhün—献愛者達について; sarvän—彼ら全員; varëän—部分; 

tathä—もまた; äçramän—人間社会の階級。 
    

 半神の第⼀人者よ。私は自分のことも、そしてあなたのことも、さらにはすべての半神たち、

聖者たち、ピトゥリローカの住人たち、主の献愛者たち、人間社会におけるヴァルナとアーシ

ュラマ体制に従順な人々すべてについても考えています。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 人間生活の完成を達成するためには、人間と半神、聖者、ピトゥリローカの住人、主の献愛

者たちの協力、そして生活階級を科学的に区分するヴァルナとアーシュラマ制度が必要です。

ですから、人間生活と動物生活の違いは、半神たちとの関連をとおして聖者の経験に導かれな

がら科学的なヴァルナとアーシュラマ体制に従うことから始まり、そしてやがて最高絶対真理
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者、人格主神、主シュリー・クリシュナとの永遠の関係確立という頂点にまで徐々に高められ

ていきます。神が作り、動物の意識から人間の意識へ、そして人間の意識から神聖な意識へ高

めるためだけにあるヴァルナーシュラマ・ダルマは、愚かさが高じることで荒廃し、平和で進

歩的な生活を築くために用意されたこの制度が途絶えてしまいます。カリ時代という毒蛇の最

初の攻撃は神が作ったヴァルナーシュラマ・ダルマに向けられ、その結果、ブラーフマナの正

しい資質をそなえた人がシュードラと呼ばれ、シュードラの質しかない人間がブラーフマナと

してまかりとおるようになっていますが、それはまちがった生得権の主張にもとづいています。

生得権を主張してブラーフマナになることは、資格の⼀つとしては挙げられるかもしれません

が、正しくありません。ブラーフマナのほんとうの気質は心と感覚の抑制にあり、さらに忍耐

心、正直さ、清潔さ、知識、誠実、ヴェーダ知識に対する熱意と信念を修練することにありま

す。いまでは必要な資質は考慮されなくなっており、まちがった生得権の主張が、大衆にもて

はやされた如才ない詩人が書いた『ラーマ・チャリタ・マーナサ』によって支えられています。 

 これはすべて、カリ時代の影響の結果です。だからこそ、雌牛の姿となった⺟なる地球はこ

の嘆かわしい状態を悲しんでいるのです。 

 

第第第第３２−３３３２−３３３２−３３３２−３３節節節節    
    

b]øadYaae bhuiTaQa& YadPaa(r)Maae+a‚ 
  k-aMaaSTaPa"    SaMacrNa(   >aGavTPa[Paàa" ) 
Saa é[q" SvvaSaMarivNdvNa& ivhaYa 
  YaTPaadSaaE>aGaMal&/        >aJaTae_Naur¢-a )) 32 )) 
TaSYaahMaBJaku-il/Xaax(ku-Xake-Tauke-TaE" 
  é[qMaTPadE>aRGavTa"       SaMal/x(k*-Taa(r)q ) 
}aqNaTYaraec oPal/>Ya TaTaae iv>aUiTa& 
  l/aek-aNa( Sa Maa& VYaSa*JaduTSMaYaTaq& TadNTae )) 33 )) 

    

brahmädayo bahu-tithaà yad-apäìga-mokña- 

kämäs tapaù samacaran bhagavat-prapannäù 

sä çréù sva-väsam aravinda-vanaà vihäya 

yat-päda-saubhagam alaà bhajate 'nuraktä 
    

tasyäham abja-kuliçäìkuça-ketu-ketaiù 

çrémat-padair bhagavataù samalaìkåtäìgé 
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trén atyaroca upalabhya tato vibhütià 

lokän sa mäà vyasåjad utsmayatéà tad-ante 
    

 brahma-ädayaù—ブラフマーのような半神達; bahu-titham—何年もの間; yat—ラクシュミー、

幸運の女神の; apäìga-mokña—慈悲のまなざし; kämäù—〜を望んで; tapaù—苦行; samacaran—

実行している; bhagavat—人格主神に; prapannäù—服従して; sä—彼女（幸運の女神）; çréù—ラ

クシュミージー; sva-väsam—彼女の住居; aravinda-vanam—蓮華の花の森; vihäya—〜を後にし

て; yat—〜である者の; päda—足; saubhagam—すべてにおいて至福に満ちて; alam—ためらう

ことなく; bhajate—崇拝する; anuraktä—執着して; tasya—主の; aham—私自身; abja—蓮華の花; 

kuliça—雷; aìkuça—象を操る棒; ketu—旗; ketaiù—刻印; çrémat—すべての富の所有者; padaiù—

足の裏によって; bhagavataù—人格主神の; samalaìkåta-aìgé—体がそのように飾られている者

の; trén—３; ati—取ってかわっている; aroce—美しく飾られて; upalabhya—到達して; tataù—そ

の後; vibhütim—特別の力; lokän—天体系; saù—彼; mäm—私を; vyasåjat—捨てた; utsmayatém—

得意に思っていたとき; tat-ante—終わりに。 
    

 何日間も人格主神に服従したブラフマーや半神たちは、慈悲のまなざしに満ちたラクシュミ

ージー・幸運の女神に救いを求めましたが、そのラクシュミージーは、蓮華の花に満ちた自分

の住居を捨てて、主の蓮華の御足に⼀心に仕えました。私は主の蓮華の御足に刻まれた旗・雷・

象使いの棒・蓮華の印で飾られることで特別の力を授けられ、ラクシュミージーの代わりに三

界すべての幸運を任せられていました。しかし最後に、自分の幸運さを感じていたとき、主は

私を置いて去っていかれたのです。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 世界の美しさと富は主の力で増すのであり、人間が作った計画はなにもできません。主シュ

リー・クリシュナが地上にいたとき、その蓮華の御足にある特別の印が地面に刻まれましたが、

そのすばらしい恩寵があったからこそ、地球全体が完璧な環境に包まれました。言いかえると、

川、海、森、丘、鉱山など、人間と動物の必需品を提供する代表者たちがそれぞれの義務を充

分にはたしていたということです。そのために地球の富は、３つの天体系の惑星すべてを凌ぐ

ほどの富に恵まれたのです。ですから私たちは主の恩寵がいつも地上に降りそそがれるよう祈

るべきであり、そうすれば、主のいわれのない慈悲を授かり、生活に必要なものをすべて授か

って幸せに暮らすことができます。「では、至高主が地球での使命をすべてまっとうし、自分

の住居に戻っていってしまうのであれば、どうやって主をここに引きとめられるのか」と聞く
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人がいるかもしれません。その答は、主を引きとめる必要はない、と言えます。主はどこにで

もいる方ですから、主が望みさえすればいつも私たちといることができるのです。遍在する力

を持つ主は、私たちが、聞き、唱え、思いだすなどの方法をとおして主への献愛奉仕に専念し

ていれば、主はいつでも私たちとともにいるのです。 

 主と関係のないものはこの世にありません。私たちがただ⼀つ学ばなくてはならないのは、

その関係の源を探しだし、そうすることで、冒涜することのない奉仕をして主と結ばれるとい

うことです。私たちは、主の超越的な音をとおして主と結ばれます。主の聖なる名前と主自身

は同じであり、主の聖なる名前を冒涜することなく唱える人は、主が目のまえにいることをす

ぐに悟ります。ラジオの音声を聞けば、その音の源と部分的に結ばれていることがわかるよう

に、超越的な音を口にすれば、私たちは主の存在をありのままに感じることができるのです。

現代ではすべてがカリの汚染によって穢れていますが、経典と主シュリー・チャイタンニャ・

マハープラブは、「主の聖なる名前を唱えればすぐにその穢れから解放され、少しずつ超越的

な境地に高められ、神のもとに戻っていくことができる」と私たちに説いています。主の聖な

る名前を冒涜することなく唱える人は主と同じように吉兆な境地に入り、主の純粋な献愛者が

世界中に巻き起こした運動は、問題だらけの世界情勢をすぐに変えることができます。主の聖

なる名前を広める方法だけが、カリ時代の悪影響をすべて取りのぞいてくれます。 

 

第第第第３４３４３４３４節節節節    
    

Yaae vE MaMaaiTa>arMaaSaurv&Xaraja‚ 
  Ma+aaEih<aqXaTaMaPaaNauddaTMaTaN}a"    ) 
Tva& du"SQaMaUNaPadMaaTMaiNa PaaEåze<a 
  SaMPaadYaNa( Yaduzu rMYaMaib>a]d(r)Ma( )) 34 )) 

    

yo vai mamätibharam äsura-vaàça-räjïäm 

akñauhiëé-çatam apänudad ätma-tantraù 

tväà duùstham üna-padam ätmani pauruñeëa 

sampädayan yaduñu ramyam abibhrad aìgam 
    

 yaù—〜である主 ; vai—確かに ; mama—私のもの ; ati-bharam—あまりにも負担となる; 

äsura-vaàça—不信心者達; räjïäm—王達の; akñauhiëé—１部隊（注）; çatam—何百ものそのよう

な区分; apänudat—根絶させた; ätma-tantraù—自己充実; tväm—あなたに; duùstham—苦境に落

とし入れられて; üna-padam—立つ力を奪われて; ätmani—内的; pauruñeëa—エネルギーによっ
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て ; sampädayan—実行するために ; yaduñu—ヤドゥ家の中に ; ramyam—超越的に美しい ; 

abibhrat—accepted; aìgam—body. 
    

 おお、宗教の権化よ。私は、無神論の王たちが配備した邪悪な軍隊によってひじょうに苦し

められましたが、人格主神の恩寵で救われました。同じようにあなたも、立ちつづける力もな

いほどの苦境にありましたが、そのようなあなたを救うために主はヤドゥ家のなかに内的力を

使って化身となって現われました。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 アスラたちは、他人の幸せをぶちこわしてでも自分の感覚を満たす生活を楽しみたいと思っ

ています。この野心を満たすために、アスラたち、とりわけ無神論の王や国の指導者は、あら

ゆる種類の武器をそろえて平和な世界に戦争を起こそうとしています。かれらには権力増大の

野心しかなく、⺟なる地球はそのような邪悪な軍隊が増えたことで耐えがたい苦痛を感じてい

ます。アスラの人口が増えれば、宗教原則に従う人々、とくに献愛者、あるいはデーヴァたち

は不幸になっていきます。 

 そのような状況で人格主神は化身となって現われ、不要なアスラたちを抹殺し、真実の宗教

原則を再確立させます。これが、主シュリー・クリシュナの使命であり、主はその使命をまっ

とうしました。 
    

注・アクシャウヒニー部隊は、戦闘馬車 21,870 台、象 21,870 頭、 歩兵 109,350 人、馬 65,610

頭で構成されている。 

 

第第第第３５３５３５３５節節節節    
    

k-a va SaheTa ivrh& PauåzaetaMaSYa 
  Pa[eMaavl/aek-åicriSMaTavLGauJaLPaE"    ) 
SQaEYa| SaMaaNaMahrNMaDauMaaiNaNaqNaa& 
  raeMaaeTSavae MaMa Yadx(iga]iv$=iªTaaYaa" )) 35 )) 

    

kä vä saheta virahaà puruñottamasya 

premävaloka-rucira-smita-valgu-jalpaiù 

sthairyaà samänam aharan madhu-mäninénäà 

romotsavo mama yad-aìghri-viöaìkitäyäù 
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 kä—〜である者; vä—どちらも; saheta—耐えられる; viraham—別れ; puruña-uttamasya—最高

人格主神の; prema—愛情のこもった; avaloka—見つめている; rucira-smita—喜ばしい微笑み; 

valgu-jalpaiù—心のこもった哀願; sthairyam—重力; sa-mänam—激しい怒りと共に; aharat—征

服した; madhu—愛する人; mäninénäm—サッテャバーマーのような女性達; roma-utsavaù—喜び

のために逆立つ髪の毛; mama—私のもの; yat—〜である者の; aìghri—足; viöaìkitäyäù—〜で刻

まれた。 
    

  ですから、最高人格主神との別れの苦悩に耐えられる者がはたしているでしょうか。主は

重力さえ超越し、主を心から愛するサテャバーマーの激しい怒りを、愛情あふれる微笑みと、

喜ばしいまなざしと、心こめた哀願でやわらげました。主が私（地球）の上を旅するとき、私

の心はその蓮華の御足の埃で歓喜に包まれ、私の体は草花によって豊かに包まれました。喜び

から私の髪の毛が逆立つように。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 主は、ドゥヴァーラカーから離れて何千人もの女王たちと離れる機会がありましたが、地球

との関係にかぎっては、主はその蓮華の御足で地上を歩いていたのですから、離れる機会はあ

りませんでした。ですから、主が地上から離れて精神的住居に戻ってしまったときの地球の惜

別の思いはさらにつらいものだったのです。 

 

第第第第３６３６３６３６節節節節    
    

TaYaaerev&    k-QaYaTaae"   Pa*iQavqDaMaRYaaeSTada ) 
Parqi+aàaMa raJaizR" Pa[aá" Pa[acq& SarSvTaqMa( )) 36 )) 

    

tayor evaà kathayatoù 

påthivé-dharmayos tadä 

parékñin näma räjarñiù 

präptaù präcéà sarasvatém 
    

 tayoù—彼らの間; evam—そのように; kathayatoù—会話をして; påthivé—地球; dharmayoù—そ

して宗教の権化; tadä—その時; parékñit—パリークシット王; näma—その名前の; räja-åñiù—王達

の中の聖者; präptaù—到着した; präcém—東方に流れている; sarasvatém—サラスヴァティー川。 
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 地球と宗教の権化がこのように話していたとき、神聖なパリークシット王が、東に向かって

流れるサラスヴァティー川の岸辺に到着した。 
    

これで、バクティヴェーダンタによる『シュリーマド・バーガヴァタム』、第１編・第 1６章、

「パリークシットはどのようにカリ時代を受けいれたか」の要旨解説を終了します。 


